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の実践を曹田園田置圃邑マナJレーんと
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

「
安
全
は
、
あ
な
た
が
生
む
も
の
、
守

る
も
の
」
こ
の
標
語
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
は
、
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、
正
し
い
方
法
に
よ
る

シ

l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

の
徹
底
、
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の

追
放
を
重
点
と
し
て
行
わ
れ
、
交
通
番

所
・
交
通
茶
屋
を
設
置
し
て
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
日
に
は
長
浜
小
学
校
鼓

笛
隊
も
参
加
し
て
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

約
一
時
間
町
内
を
行
進
。
風
船
を
く
ば

る
な
ど
し
て
、
沿
道
の
人
達
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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先
月
号
か
ら
第
三
次
開
発
事
業
基
本

計
画
の
全
容
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
、
県
営
工
区
、
第
一
工

区
、
第
二
工
区
の
用
地
造
成
計
画
と
そ

の
利
用
計
画
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

用
地
造
成
計
画

第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
に
基
づ

く
用
地
造
成
の
総
面
積
は
、
約
三
十
九

万
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
(
内
埋
立
約
三

十
六
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
)
で
、
県

営
工
区
、
第
一
工
区
、
第
二
工
区
の
各

工
区
に
大
別
し
、
第
一
工
区
か
ら
順
次

着
工
す
る
ご
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
営
工
区
(
小
型
船
だ
ま
り
)

第三次開発計菌

長
浜
港
の
港
湾
整
備
計
画
の
一
環
と

し
て
、
現
長
浜
港
の
沖
合
約
五
万
二
千

平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
て
る
計
画
で
す
。

用
地
造
成
後
は
、
小
型
船
だ
ま
り
と

し
て
の
ふ
頭
施
設
、
漁
業
関
連
施
設
、

結
地
等
を
配
置
し
ま
す
。

第
一
工
区
(
内
港
部
)

長
浜
港
の
港
湾
整
備
計
画
の
一
環
と

し
て
、
現
在
の
内
港
部
約
十
一
万
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
て
る
計
画
で
す
。

用
地
造
成
後
は
、
都
市
再
開
発
事
業

@ 

ウ
ン
、
つ
く
り
を

11111111111 

の
中
核
地
域
と
し
て
、
都
市
機
能
施
設
、

生
活
環
境
施
設
等
を
有
機
的
に
関
連
配

置
し
ま
す
。

第
二
工
区
(
外
港
部
)

長
浜
港
の
港
湾
整
備
計
画
の
一
環
と

し
て
、
現
在
の
長
浜
港
北
防
波
堤
の
沖

合
約
二
十
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

埋
立
て
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

用
地
造
成
後
は
、
新
長
浜
港
の
中
核

地
域
と
し
て
、
港
湾
関
連
施
設
、
ふ
頭

施
設
、
都
市
機
能
施
設
、
生
活
環
境
施

設
等
の
各
施
設
と
工
業
用
地
を
配
置
し

ま
す
。

用
現在の長浜港(県営@第一工匿予定地)

ざ
し
て

造
成
計

の

用

覧表
工区 用 途 面 積 施 三員凡又 名

県
ふ頭用 地 32，000ぱ 市場、荷揚場、冷蔵施設等漁業関連施設

営
耕地川 士也

水族館、徒渉池(町民プール入児童海浜公園、

工
20，000 

味覚観光センタ一、緑地、駐車場等

区
言十 48，000 

役場庁舎、町民文化会館、合同庁舎、

都市機能施設用地
消防支署、警察官派出所、農協会館、

第 48，000 
商工会館、社会福祉センタ一、健康センター

町民広場、公関、駐車場等

生活環境施設用地 22，000 
多目的グランド、体育館、

緑土也

住宅用 地 12，000 漁業者用住宅

工 港湾代替用地 10，000 

交通関連用地 18，000 道路等

区 ふ 頭 用 地 5，000 公共ふ頭

言十 115，000 

工業用 地 55，000 
第二工区の土地利用計画については、生活環境

第
港湾関連用地 55，000 施設用地として一部利用する他、今後、緩衝緑

都市機能施設用地 10，000 地及び臨港道路等を有機的に関連配置するため、

必要に応じ変更する。
都市再開発用地 31，000 

工 ふ頭用 士也 65，000 公共ふ頭

区 生活環境施設用地 9，000 テニスコート、緑地、駐車場等

計 225，000 

ZEL I 言十 392，000 

土地利用計画
土
地
利
用
計
画

本
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
埋
立
工
事
及
び
埋
立
地
の

利
用
に
係
る
自
然
環
境
等
へ
の
影
響
を

事
前
に
調
査
予
測
す
る
た
め
、
環
境
現

況
調
査
(
大
気
質
、
水
質
、
底
質
等
)
、

自
然
社
会
環
境
調
査
(
土
質
、
深
浅
汀

線
、
潮
流
等
)
及
び
影
響
予
測
調
査
(
流

況
、
漂
砂
、
水
質
、
大
気
質
、
交
通
騒

音
振
動
、
悪
臭
等
)
等
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
環

境
保
全
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
十
分

各
工
区
毎
の
土
地
利
用
計
画
は
、
右

の
表
の
通
り
で
す
。

環
境
保
全
対
策
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な
監
視
体
制
の
も
と
に
環
境
等
に
与
え

る
影
響
の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

次
回
は
用
地
造
成
後
の
「
諸
施
設
の

整
備
計
画
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。

長浜文芸
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離醸鱒轟轟覇

団
体
専
用
欧
風
豪
華
客
車

「
ア
イ
ラ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
レ
ス
四
国
」

新
登
場
/

J
R
四
国
で
は
今
、

全
国
で
話
題
の
猷
風
豪

華
客
車
「
ア
イ
ラ
ン
ド

エ
ク
ス
プ
レ
ス
四
国
」
を
四
月
一
日

か
ら
四
国
内
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
客
車
は
、
五
両
編
成
で
、
一

号
車
(
先
頭
車
)
と
五
号
車
(
後
尾

車
)
は
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
が
満
喫
で

き
る
オ
ー
プ
ン
形
展
望
室
付
車
両
、

二
号
か
ら
四
号
車
に
は
冷
蔵
庫
、
及

び
冷
温
水
ボ
ト
ル
等
を
装
備
し
た
車

両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
車
両
と
も
床
面
は
、
居
室
ム
ー

ド
た
っ
ぷ
り
の
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
で
、

座
席
は
ゆ
っ
た
り
し
た
士
一
人
掛
け
(

一
人
用
と
-
一
人
用
)
の
三
六

O
度
回

転
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ

i
ト
で
お

好
み
の
角
度
に
変
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま

た
、
一
部
車
両
に
は
、
カ
ラ
オ

ケ
や
ビ
デ
オ
デ

y
キ
を
装
置
し
、
歌

合
戦
や
、
ビ
デ
オ
映
画
の
観
賞
等
が

で
き
る
フ
ロ
ア
ー
風
の
車
内
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
「
ア
イ
ラ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
レ

ス
四
国
」
の
定
員
は
、
百
二
十
八
人

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の

希
望
に
よ
り
車
両
編
成
の
変
更
も
可

能
で
す
の
で
、
快
適
で
豪
華
な
同
体

旅
行
を
計
画
さ
れ
る
時
は
是
非
と
も

町
内
の

J
R
四
国
伊
予
長
浜
駅
及
び

伊
予
白
滝
駅
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
急
行
、
特
急
(
新
幹
線
も
含
む
)

等
の
指
定
券
の
発
売
時
聞
が
午
前
五

持
三
十
分
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
に

延
長
さ
れ
、
ま
た
電
話
予
約
で
も
購

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
利
用
一
ヶ
月
前
の
発
売
は
従
来

ど
お
り
午
前
十
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

※
通
学
、
通
勤
の
定
期
券
は
町
内
の

伊
予
長
浜
駅
、
伊
予
白
滝
駅
で
必
ず

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

E 
属4
[g] 

亙

ー
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
H

国
の
為
先
ゆ
く
命
と
母
上
に
遺
せ
し
文

よ

涙

に

う

る

む

垣

見

蓬

校

粉
雪
の
か
か
れ
る
如
く
こ
で
ま
り
の
人
ブ

わ
が
庭
に
乱
れ
咲
く
な
り

片
岡
千
代
子

校
章
も
古
び
し
机
の
片
隅
に
十
五
年
前

の

わ

が

子

思

ひ

っ

鎌

田

文

香

肱
川
を
テ
レ
ビ
で
眺
め
し
岐
阜
の
友
故

郷
恋
ほ
し
と
便
り
く
る
る
も岸

本

純

子

新
ら
し
く
成
り
し
出
石
寺
の
大
師
堂
ひ

の
き
の
香
り
に
心
洗
へ
る

久

保

美

江

枕
辺
に
ほ
の
か
な
月
の
か
げ
う
け
て
歌

会
終
へ
し
夜
を
安
ら
ぐ

永
井
み
う
き

明
日
よ
り
は
民
営
と
な
る
国
鉄
の
終
列

車
の
ひ
び
き
遠
ざ
か
り
ゆ
く東

は

な

子

昨
日
ま
で
こ
こ
に
座
り
て
語
ら
ひ
ゐ
し

子
の
笑
顔
な
く
休
み
終
り
ぬ松

田

昭

子

辛
き
こ
と
苦
し
き
こ
と
も
夢
の
ご
と
く

こ
こ
に
師
匠
と
共
に
住
み
た
り

矢

野

清

ノ
ア
の
方
舟
さ
な
が
ら
な
り
や
噴
火
せ

る
大
島
離
れ
逃
る
る
人
々

山
下
ヨ
ネ
子

黄
桜
の
花
の
終
り
て
ま
伸
び
せ
し
校
を

切
る
な
り
鉢
回
し
つ
つ

山
口
美
千
子

雨
霧
ら
ふ
河
口
の
汀
に
か
も
め
ら
の
海

苔
の
緑
に
し
き
り
に
漁
る

久
保

七
郎
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長
浜
中
学
校

長
浜
中
学
校
に
お
け
る
軽
度
側
わ
ん

の
症
例
数
(
体
操
訓
練
・
け
ん
引
運
動

訓
練
を
実
施
)
と
、
愛
媛
大
学
側
わ
ん

外
来
に
お
け
る
経
過
例
(
自
覚
症
状
の

少
な
さ
か
ら
体
操
訓
練
・
け
ん
引
運
動

訓
練
が
あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
制
)

と
を
比
較
し
た
効
果
結
果
に
つ
い
て
の

報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

愛
媛
大
学
側
わ
ん
症

特
殊
外
来
と
の
比
較

脊柱側わん症

脊
(
せ
き
)
柱
側
わ
ん
症
に
つ
い
て

学
校
検
診
を
実
施
し
は
じ
め
た
昭
和
五

十
三
年
か
ら
五
十
四
年
に
か
け
て
の
愛

媛
県
内
検
診
で
は
、
総
数
二
千
五
百
九

例
中
八
十
九
例
の
特
発
性
側
わ
ん
症
例

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学
開
院

後
昭
和
五
十
一
年
か
ら
五
十
二
年
の
聞

に
側
わ
ん
症
特
殊
外
来
を
訪
れ
た
八
十

六
例
の
特
発
性
側
わ
ん
症
例
の
合
計
の

う
ち
三
年
か
ら
四
年
の
外
来
経
過
観
察

可
能
で
あ
っ
た
八
十
九
例
の
集
団
を
観

察
し
て
み
ま
し
た
。

表
一
の
よ
う
に
、
十
度
以
下
の
カ
ー

ブ
群
で
は
四
十
一
例
中
六
例
(
日
%
)

が
増
悪
、
残
り
三
十
五
例
(
白
川
河
)
が

不
変
、
ま
た
は
改
善
。
さ
ら
に
改
善
例

の
み
で
は
十
二
例
(
却
%
)
あ
り
ま
し

た。次
に
、
十
一
度
か
ら
二
十
度
の
カ

l

果
上
が
る

学技検診による診察

長浜中学校にjヨける特羽生脊柱側わんの観察(約 2年)

特
発
性
脊
住
側
わ
ん
症
の
経
過
観
察

ブ
群
に
つ
い
て
は
三
十
二
例
中
増
悪
十

二
例
(
犯
%
)
、
不
変
ま
た
は
改
善
の
も

の
二
十
例
(
白
川
知
)
、
改
善
例
で
は
十
二

例
(
指
%
)
で
し
た
。
二
十
一
度
か
ら

三
十
度
群
の
十
六
例
で
は
、
装
具
源
法

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
増
悪
五
例
(

却
%
)
、
不
変
、
改
善
例
十
一
例

(
m
M
m
)、

改
善
例
の
み
九
例
(
日
%
)
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
初
診
時
の
角
度
が
零

度
か
ら
十
度
群
と
十
一
度
か
ら
二
十
度

群
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に

十
一
度
か
ら
二
十
度
群
の
方
が
増
悪
度

が
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

表
二
は
、
長
浜

中
学
校
に
お
い
て

昭
和
五
十
四
年
か

ら
六
十
一
年
ま
で

の
中
学
三
年
間
在

学
中
に
、
経
過
観

察
可
能
で
あ
っ
た

特
発
性
側
わ
ん
症

の
生
徒
、
三
十
二

例
に
つ
い
て
の
観
察
で
す
。
表
一
と
同

様
の
分
類
を
試
み
て
み
ま

し
た
。
結
果
は
、
十
度
以

下
カ

l
ブ
群
が
十
七
例
中

増
悪
一
例
(
6
%
)
不
変
、

ま
た
は
改
善
十
六
例

(
M

Mm)
改
善
の
み
十
例
(
日

%
)
十
一
度
か
ら
二
十
度

群
が
十
三
例
中
増
悪
二
例

(
日
%
)
不
変
、
ま
た
は

改
善
十
一
例
(
白
川
知
)
改

善
の
み
八
例
(
白
川
河
)
二

十
一
度
か
ら
三
十
度
群
が

二
例
中
改
善
例
二
例
(
問

%
)
で
し
た
。
こ
こ
で
長

浜
中
の
零
度
か
ら
十
度
群

と
十
一
度
か
ら
二
十
度
群

の
比
較
に
し
て
も
、
や
は

り
十
一
度
か
ら
二
十
度
群

の
方
が
増
悪
度
が
高
い
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

初診時の角度 症例数 進行度 症 例 数

増悪 6 
。。 ~ 10。 41 不変 23 2569%%1 ( (85%) 

改善 12 

増悪 12 ((38%) ) 
11' ~ 20。 32 不変 8 Mi (62%) 

改善 12 38%) 

増悪 5 (30%) 
21' ~ 30。 16 不変 2 

1546%961 i (70%) 
改善 9 

増悪 23 (26%) 
1口〉、 言十 89 不変 33 3377%%i [ (74%) 

改善 33 

愛大側わん外来における特発生脊柱側わんの観察 (3~4年)表 1

初診時の角度 症例数 進行度 症 例 数

増悪 1 ~門586%%) i J 
。。 ~ 10' 17 不変 6 (94%) 

改善 10 

増不 悪変
2 

11。 ~ 20。 13 3 2632%%1 ( (85%) 
改善 8 

増悪 0((0%) ) 
21。 ~ 30。 2 不変 o (0% 

改善 2(Ml(l附)

増悪 3 
{(26門39%%)引i 1口入 言十 32 不変 9 (91%) 

改善 20 

ま
し
た
。

次
に
、
年
齢
と
の
関
連

に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
十

こ
か
ら
十
四
歳
群
で
愛
大
側
わ
ん
外
来

を
訪
れ
、
一
年
間
観
察
可
能
で
あ
っ
た

三
十
五
症
例
の
結
果
を
、
表
一
二
に
一
万
し

ま
す
。
初
診
平
均
角
度
十
四
度
で
あ
っ

た
者
が
、
一
年
後
に
は
増
悪
十
九
例
(

UAMm)、
不
変
、
ま
た
は
改
善
十
六
例
(

剖
%
)
で
し
た
。

表
四
は
、
長
浜
中
学
校
に
お
い
て
約

二
年
間
観
察
し
た
三
十
二
症
例
の
結
果

で
す
。
初
診
時
平
均
角
度
十
度
で
し
た

が
、
増
悪
例
三
例

(
9
M
m
)、
不
変
、
ま

た
は
改
善
二
十
九
例
(
白
川
河
)
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
で
比
較
検
討
を
行
う
と
、
表
一
、

二
よ
り
、
体
繰
訓
練
、
け
ん
引
運
動
訓

練
を
行
っ
て
い
る
長
浜
中
学
校
の
群
で

は
、
愛
大
外
来
群
と
比
べ
て
、
増
悪
例

が
零
度
か
ら
十
度
群
が
6
%
対
日
%
、

表 2

十
一
度
か
ら
二
十
度
群
が
日
%
対
話
%

と
倍
以
上
、
二
十
一
度
か
ら
三
十
度
群

が
O
M
m
対
却
%
、
さ
ら
に
改
善
例
に
お

い
で
は

O
度
か
ら
十
度
群
が
四
%
対
日

%
、
十
一
度
か
ら
二
十
度
群
が
犯
%
対

臼
%
、
二
十
一
度
か
ら
三
十
度
群
が
日

%
対
闘
%
と
倍
近
く
の
矯
正
効
果
を
上

げ
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
す
。
次
に
表

三
、
四
よ
り
、
ほ
ぼ
同
一
年
齢
に
お
け

る
世
代
の
比
較
に
お
い
て
、
長
浜
中
学

校
群
は
愛
大
外
来
群
と
比
べ
て
、
増
悪

例
が

9
M
m
対
日
%
、
不
変
、
ま
た
は
改

善
例
が
旧
%
対
掛
川
知
と
著
し
い
矯
正
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
効
果

は
数
字
が
示
す
よ
う
に
協
議
会
及
び
校

医
、
学
校
の
先
生
方
に
よ
る
き
め
細
か

な
、
ほ
ぼ
川
%
に
近
い
実
施
を
誇
る
訓

練
の
賜
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
初



え
る
事
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
長
浜
中

学
伐
に
お
い
て
発
見
さ
れ
る
人
は
ほ
と

ん
ど
軽
度
な
も
の
で
あ
り
、
日
常
生
活

で
は
普
通
の
人
と
全
一
く
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
側
わ
ん
症
が
軽
度
な
う

ち
は
、
什
然
治
ゆ
カ
に
よ
っ
て
焔
止
さ

れ
る
事
も
知
ら
れ
て
お
り
、
体
操
ゃ
け

ん
引
訓
練
は
臼
然
治
ゆ
力
を
助
け
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
で
行
っ
て
い
る
訓
練
は
、

普
段
よ
り
基
礎
体
力
を
鍛
え
、
個
々
の

自
然
に
治
ろ
う
と
す
る
力
を
伸
ば

Lρ

き
ら
に

H
己
の
健
康
管
理
に
山
心
存
一
待

っ
て
、
生
当
{
一
宇
品
目
と
生
活
争
送
つ
で
も

/
 

ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

以
上
、
長
浜
中
学
校
に
わ
け
る
八
年

間
の
長
期
訓
練
は
確
実
に
そ
の
効
果
を

k
げ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層

の
熱
意
を
持
ち
、
協
議
会
を
中
心
と
し

て
全
員
が
協
力
し
A

甘
い
、
工
夫
努
力
宍

重
ね
る
事
を
希
望
し
ま
す
。

(
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
整
形
外

科
医
師
石
井
清
隆
)

缶
本
有
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。
こ
こ

で
気
が
か
り
な
こ

と
は
、
側
わ
ん
が

軽
度
の
場
合
、
特

発
性
側
わ
ん
症
か

ら
来
る
構
築
性
側

わ
ん
な
の
か
、
単

な
る
不
良
姿
勢
で

あ
る
機
能
性
側
わ

ん
か
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

た
め
に
、
正
常
と

異
常
の
境
界
が
つ

け
に
く
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
側
わ
ん

症
と
診
断
さ
れ
た

ら
愛
大
医
師
の
指

導
方
針
の
も
と
に
、

け
ん
引
運
動
や
矯

正
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

脊
柱
を
支
持
し
て
い
る
筋
肉
を
強
化
し
、

μ

筋
肉
コ
ル
セ
ッ
ト
η

を
つ
く
り
、
進
行

を
阻
止
さ
せ
、
で
き
う
れ
ば
わ
ん
曲
を

改
持
さ
せ
る
こ
と
を
目
差
し
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
は
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
骨
の
発
育
期
間
内
に
限

つ
て
の
み
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
こ
の
時
期
を
は
ず
さ
ず
、
し

か
も
気
を
入
れ
て
行
わ
な
け
れ
ば
筋
力

強
化
、
矯
正
、
伸
張
に
役

E
J
W

一
つ
運
動
効

果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
一
年

以
下
の
治
療
は
意
味
が
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
長
期
間
を
要
す

る
た
め
に
、
長
続
き
さ
せ
ず
や
め
て
し

う
ケ
l
ス
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

品
川
昨
日
千
均
角
度
の
比
較
で
は
、
長
浜
中

学
校
群
十
度
に
対
L
ご
愛
大
外
米
群
十

四
度
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
発
見
の
し
止

場
よ
り
検
討
す
る
と
、
よ
り
効
占
禁
的
な

も
の
で
あ
り
、
初
診
時
十
度
と
い
う
角

度
は
、
零
度
か
ら
十
度
群
と
卜
一
度
か

ら
-
一
卜
度
群
と
の
比
較
に
お
い
て
増
惑

が
倍
以
上
違
う
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に

望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
ま

す。
現
在
も
脊
柱
側
わ
ん
症
は
、
い
ま
だ

に
原
因
の
解
明
さ
れ
て
い
な
い
特
発
性

側
わ
ん
症
が
ほ
と
人
と
を
占
め
、
小
学

生
空
前
学
年
よ
り
中
学
生
の
低
v

字
年
に

発
症
す
る
場
合
が
多
く
、
女
の
子
に
多

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
く
少

数
例
と
し
て
わ
ん
曲
の
進
行
が
ど
ん
ど

ん
進
み
、
肺
及
び
心
臓
に
悪
影
響
を
与

盗塁三塁華麗罷ま

よ
り
一
層
の
協
力
を

器具によるけん引訓練

運
動
訓
練
と

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

昭
和
五
ト
四
年
度
に
、
側
わ
ん
症
の

有
無
を
チ
T

一
ソ
ケ
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
長
浜
町
は
全
国
に
先
が
け
で
、

愛
媛
大
学
医
学
部
野
鳥
元
雄
前
教
授
の

全
面
的
な
協
力
指
導
を
得
て
、
検
診
体

制
が
確
立
さ
れ
、
重
度
に
五
ら
な
い
よ

う
進
行
を
食
け
止
め
る
べ
く
、
早
期
発

見
・
早
期
治

療
に
あ
た
っ

て
き
、
ま
し
た
。

そ
の
か
い
あ

っ
て
、
こ
の

間
装
具
治
療

な
ど
の
積
院
内

徒
的
な
治
療
食

生
受
け
る
例
数

寄
は
ほ
と
ん
ど

る
な
く
な
り
ま

許
し
た
。
但
し
、

接
経
過
観
察
ヘ

国
軽
度
の
側
わ

矯
ん
)
の
生
徒

は
相
変
わ
ら

ず
の
数
に
の

ぼ
っ
て
い
ま

す
。
と
は
〉
口

つ
で
も
、
対

γ-三軍空軍霊童画ι、豆墾密集量

場
合
、
運
動
を
や
め
た
時
点
で
進
行
が

始
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
進
行
の
予
防
、
さ
ら
に

は
進
行
阻
止
と
わ
人
曲
の
改
善
な
ど
の

効
果
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
運
動
訓

練
が
必
要
な
の
で
す
。

将
来
に
備
え
て
成
人
の
健
康
な
脊
住

ゃ
つ
く
り
の
た
め
に
、
保
護
者
・
本
人
だ

け
で
な
く
、
関
係
者
の
今
日
眉
の
ご
協
力

を
期
待
し
ま
す
。

(
長
浜
中
学
校
養
護
教
諭
酉
山
佐
千
恵
)

脊柱領IJわん症一一一 一一三佐川

14' 

14歳

14歳

数

数

表 4

12 ~ 

12 ~ 

表 3

年

一 5

年
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出
海
小
屋
内
運
動
場
な
ど

簡
保
、
年
金
還
一
克
融
資

皆
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の
が
簡

易
保
険
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

で
す
。こ

れ
ら
の
掛
金
を
積
み
立
て
た
お
金

簡保、年金還元融資

大
久
保
に
完
成
し
た

簡
易
水
道
施
設

は
二
部
が
市
町
村
に
環
元
融
資
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ
れ
て
役
立
っ

て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
六
十
一
年
度
は
左
表
の

と
お
り
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

昭和61年度 年金積立還元融資事業

事 業 名!事業費 i融資額

大久保地区簡易水道整備事業 I 117，580千円 56，600千円

西南地区簡易水道整備事業 18，597千円 I 13，800千円

昭和61年度 簡易生命保健積立金還元融資事業

事 業 名 事業費 融資額

長j兵治湾改修事業県営工事負担金 88，000千円 30，400千円

沖浦漁港改修事業 30，000千円 9，900千円

出海小学校屋内運動場改築 87，076千円 22，700千円 l

出海小学校屋内運麟改築(用地j 17，424千円 15，600千円|

住宅新築資金貸 付金 12，640千円 9，400千円|

;水道週間 7
1うえ直改るでに 1 
1かてしめ「す欠7Jc. j 
t 0 み、て 7J'( 0 か i萱 j
l て上水道 六せは 1
1 は手 i主!J昼月な
i いなの聞 い私 i
; か使大を B N た j
L がい切機か命ちィ
; で方さ会らのの j
i しををに始道生
i よ考見、まグ活;

;==会ご血ト ; 
(4三壬l国 j 

:主主司 j 
i 水道週間 1 
;(6月 1 日 ~7 日);

一
語
一
女
郎
が
測

一
品
開
一
大
洲
市
の
米
津
に
滝
の

一
凶
圃
一
城
(
一
名
米
津
城
)
が
あ

一
ー
《
一
る
。
肱
川
沿
い
に
断
が
い

一
身
ぜ
一
絶
壁
の
よ
う
に
そ
び
え
て

一
b

》
一
い
る
。
長
宗
我
部
の
軍
勢

一
回
認
定
一
が
こ
の
城
を
攻
め
、
奮
戦

一
忌
一
む
な
し
く
落
城
し
た
時
の

一

グ

一

こ

と

で

あ

る

。

一
城
主
の
奥
方
瑠
璃
の
方
は
、
静
流

一
の
長
万
の
名
人
、
と
く
に
吹
き
針
は

一
神
技
に
達
し
、
娘
の
八
重
姫
・
九
重

一
姫
姉
妹
は
八
双
手
裏
剣
の
名
手
で
あ

い
つ
た
。
こ
れ
に
従
う
侍
女
た
ち
も
瑠

…
璃
姫
の
指
南
で
長
万
の
使
い
手
ぞ
ろ

一
ぃ
、
い
ず
れ
も
白
い
ハ
チ
巻
き
に
タ

一
ス
キ
姿
の
決
死
の
意
気
も
の
す
ご
く
、

出
群
が
る
敵
の
か
ご
み
を
つ
い
て
出
た
。

一
一
一
姫
君
二
人
は
、
手
裏
剣
一
二
百
余
本
を

ね
矢
つ
ぎ
早
に
飛
ば
し
、
奥
方
の
自
に

も
と
ま
ら
ぬ
吹
き
針
の
神
技
に
、
敵

兵
は
次
々
に
傷
つ
き
倒
れ
た
。
奥
方

一
行
は
つ
い
に
重
囲
を
脱
し
た
が
、

こ
の
と
き
、
針
を
運
ん
で
い
た
侍
女

の
一
人
が
不
意
に
大
声
で
「
奥
方
さ

ま
、
吹
き
針
も
こ
れ
で
お
し
ま
い
で

す
己
と
叫
ん
だ
。
こ
れ
を
聞
い
て
、

浮
き
足
立
っ
て
い
た
敵
は
再
び
盛
り

か
え
し
、
奥
方
一
行
を
包
囲
し
た
。

奥
方
は
、
二
歳
の
世
継
ぎ
章
雄
丸
を

自
ら
わ
き
に
抱
え
、
滝
の
城
の
一
族

子
続
き
は
お
早
め
に

国
民
年
金
法
改
正

昨
年
四
月
一
日
か
ら
国
民
年
金
法
が

と
知
れ
た
ら
一
大
事
と
、
侍
女
た
ち

を
励
ま
し
、
よ
う
や
く
血
路
を
聞
い

て
洗
場
滝
口
に
た
ど
り
っ
き
、
二
人

の
姫
を
側
近
く
招
き
ょ
せ
、
「
姉
妹
は

あ
と
に
生
き
残
っ
て
、
私
の
霊
を
慰

め
、
冥
福
を
祈
っ
て
く
れ
よ
。
世
に

悩
め
る
婦
人
病
を
治
し
、
子
の
な
い

婦
人
に
子
宝
を
授
け
よ
う
己
と
叫
び
、

尊
雄
丸
を
抱
き
、
数
十
丈
の
滝
つ
ぼ
に

飛
び
込
ん
だ
。
残
る
侍
女
た
ち
も
続
い

て
滝
に
飛
び
込
み
水
死
し
た
と
い
う
。

現
在
こ
の
滝
を
「
女
郎
が
湖
」
と

称
し
て
い
る
。
城
主
も
同
じ
く
抜
き

身
の
万
を
く
わ
え
て
、
滝
つ
ぼ
に
果

て
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

豊
茂
村
の
は
じ
ま
り

μ

奥
の
部
落
に
、
別
府
の
谷
と
い
わ
吋

れ

て

い

る

所

が

あ

る

。

…

昔
、
戦
い
に
敗
れ
た
武
士
が
九
州
恥

か
ら
逃
れ
、
こ
の
地
に
来
て
隠
れ
て
一

い
た
。
追
手
が
来
て
付
近
を
探
し
て
…

い
る
と
イ
タ
チ
が
出
て
来
た
。
追
手
中

は
「
イ
タ
チ
が
居
る
よ
う
な
所
に
人
一

聞
は
い
な
い
だ
ろ
う
U

と
い
っ
て
引
出

き
返
し
た
と
い
う
。
危
い
と
こ
ろ
を
一

助
か
っ
た
武
士
は
、
こ
の
地
に
住
み
む

一
生
イ
タ
チ
は
取
ら
な
か
っ
た
と
い
…

う

こ

と

で

あ

る

。

一

こ
の
付
近
が
豊
茂
発
祥
の
地
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
長
浜
町
誌
よ
り
)

改
正
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

は
次
の
三
つ
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す

れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
な
い
で
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
(
こ
れ

を
第
三
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
o
)

O
ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

0

0
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
。

O
二
十
歳

1
六
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
場
合
、
一
二
つ
の
条
件
に
該
当
し

て
い
る
だ
け
で
は
第
三
号
被
保
険
者
に

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。届

け
出
を
し
て
い
な
い
と
、
将
来
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
不
測
の
事
故
に
よ
る
け
が
、
病

気
、
死
亡
の
時
、
障
害
基
礎
年
金
や
、

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
面

倒
が
ら
ず
に
住
民
課
ま
で
届
け
出
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

県
立
中
央
病
院
に
設
置

腎
移
植
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県
腎
移
植
セ
ン
タ
ー
が
四
国
地

方
の
慢
性
腎
不
全
患
者
に
対
す
る
死
体

腎
移
植
の
円
満
な
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
愛
媛
県
立
中
央
病
院
に

設
置
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
業
務
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
腎
不
全
の
方
で
腎
移

植
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
透
析
病
院
ま

た
は
、
愛
媛
県
移
植
セ
ン
タ
ー
(
松
山

市
春
日
町
八
三
宮

0
8
9
9
1
4
7

I
1
1
1
1
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

特
例
を
受
け
ら
れ
る
入
ヘ

老
人
医
揮
の
入
院
時

一
部
負
担
金
減
額

6
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
院

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
を
受
け
ら
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こ好らまとに物場 if: 
ま丈 J
し夫 J
たで。

一れ」
れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
日
は
申
請
し
た
臼
の
属

す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

6

月
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
6
月
中

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で

す。-
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

2
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
属
す
る
世

帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し

て
い
る
者
(
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
所
得

金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保
険

の
扶
養
等
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と
認

定
し
た
者
)
が
町
民
税
を
課
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
。

手
続
き
に
必
要
な
物
O
国
民
年
金
証

書

O
健
康
手
帳
、
被
保
険
者
証
O
印
鑑

医
療
費
受
給
者
証
変
更

重
度
心
身
障
害
者

母
子
家
産

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、
い
ず
れ

も
こ
の
七
月
一
日
か
ら
新
し
い
も
の
に

変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は

六
月
三
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者

証
と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日
時
、
場
所
等
は
回
覧
で
連
絡
し
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
子

ヘ
的
制
「
研
イ
寸
3
3勾
一

一

十

一

世

ぱ

、

自

然

と

活

気

あ

る

町

に

な

る

の

で

は

な

い

で

七/』
J
h
J
1コ
了

間

紀

、

十

一

一

一

年

し

よ

う

か

。

γ
!ゅ
加

わ

ト

ド

い

後

の

自

分

は

人

は

皆

、

幸

せ

を

願

っ

て

生

き

て

い

ま

す

。

私

ど

う

い

う

生

活

し

て

い

る

で

し

ょ

う

。

結

婚

し

て

、

は

、

毎

月

「

P
H
P
」
と
い
う
本
を
愛
読
し
て
い

子
供
も
二
人
ぐ
ら
い
産
ん
で
、
普
ー

'γ-

ま
す
が
、
そ
の
中
に
「
幸
せ
は
、
向
こ
う
か
ら
や

通

の

暮

ら

し

し

て

い

る

で

し

ょ

う

パ

っ

て

く

る

も

の

で

は

な

く

、

自

分

が

作

る

も

の

。

幸

ね
o

私

が

こ

の

長

浜

の

町

に

ま

場

力

せ

に

な

ろ

う

と

努

力

し

て

い

る

時

五

も

幸

せ

な

れ

て

一

一

十

五

年

、

そ

し

て

地

元

の

職

市

の

工

る

o
」
と
言
か
れ
て
い
ま
し
た

o

昔

、

ま

銀

行

に

勤

め

て

、

は

や

七

年

に

も

乃

っ

さ

に

そ

の

通

り

だ

と

思

川

ま

す

。

人

は

目

標

に

向

な

り

手

。

そ

の

聞

社

、

こ

の

抗

か

か

っ

て

努

力

し

て

い

る

時

が

一

番

輝

い

て

見

え

る

長

浜

で

し

か

味

わ

え

な

い

、

人

と

人

反

向

し

、

充

実

し

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

の

ふ

れ

あ

い

を

知

る

こ

と

が

で

き

た

に

今

、

私

の

身

近

な

目

標

と

し

て

は

、

自

分

が

心

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

の

標

っ

た

o
」

と

思

い

ま

す

。

に

決

め

た

人

を

信

頼

し

、

二

人

で

力

を

合

わ

せ

、

銀
行
、
そ
れ
は
、
お
客
様
あ
っ
与
目
こ
れ
か
ら
先
、
銀
行
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
分
明
る
く
、
な
ご
や
か
な
家
庭
を
作
る
こ
と
で
す
。

て
の
職
場
で
す
。
常
に
お
客
様
の
と
一
野
で
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
れ
か
ら
先
、
苦
し
い
時
、
悲
し
い
時
も
あ
る
と

立
場
に
立
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
士
業
↑
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
町
に
も
思
い
ま
す
が
、
常
に
思
い
や
り
の
あ
る
。
温
か
な

な
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
、
七
年
経
っ
た
今
で
農
林
水
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
様
々
な
企
業
、
気
持
ち
だ
け
は
忘
れ
ず
に
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

も
な
か
な
か
容
易
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
そ
し
て
何
よ
り
も
若
者
が
残
っ
て
く
れ
る
仕
事
場
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
冶
思
い
ま

ん
。
忙
し
さ
に
つ
い
気
を
取
ら
れ
、
お
ろ
そ
か
に
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
す
。

な
っ
た
り
し
て
、
「
私
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
ん
だ

な
」
。
と
反
省
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
私
は
、
い
つ
も
私
の
窓
口
に
来
て
く
だ
さ
る

お
客
様
、
世
間
話
や
、
冗
談
を
言
っ
て
い
っ
し
ょ
に

笑
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
と
の
時
間
、
そ
し
て
何

よ
り
も
銀
行
員
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
出

来
た
時
は
、
「
や
っ
ぱ
り
銀
行
に
勤
め
て
い
て
よ
か

7
「

立

用

品

】

ミ

白

1

・

山

主

口

貝

ノ

」

丁

新

前

盟国園田盟国 21世紀に向かって

(25歳)

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

お
済
み
で
す
か
?

「
現
況
届
」

児
童
手
当

児
童
手
当
、
ま
た
は
特
例
給
付
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
、
六
月
は
「
現
況
届

を
提
出
す
る
月
で
す
。

受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
聞
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
項
か

な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
は
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
住
民
課
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
六
月
中
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
。

改
正
さ
れ
た

児
童
手
当
制
度

二
番
目
の
子
供
も
対
象
に

児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
六
十
一
年

に
大
幅
改
正
さ
れ
、
児
童
手
当
の
対
象

範
囲
を
三
番
目
の
子
か
ら
二
番
目
の
子

ま
で
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、

三
年
間
で
対
象
年
齢
が
段
階
的
に
変
わ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

そ
の
二
年
目
に
当
た
り
、
次
の
子
供
が

児
童
手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

0

0
二
番
目
の
子
H
H
昭
和
五
十
八
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

O
三
番
目
の
子
リ
昭
和
五
十
三
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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L冨画

エ
イ
ズ
基
礎
知
識
1

ど
ん
{
病
気
で
す
か

(九万倍に拡大した工イスウイルス)

エ
イ
ズ
は
日
本
語
で
「
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
」
と
い
わ
れ
、
生
き
て
い

く
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
体
の
抵

抗
力
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

一
九
八
一
年
(
昭
和
五
十
六
年
)
に

ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
エ
イ
ズ
患
者
が
発

見
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
に
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
約
三
万
二
千
人
、

日
本
で
は
二
十
九
人
(
昭
和
六
十
二
年

二
月
末
調
べ
)
の
症
例
が
報
告
さ
れ
て

わ
り
、

W
H
O
(
世
界
保
健
機
関
)
は
、

今
後
ま
だ
ま
だ
増
加
す
る
と
警
告
し
て

い
ま
す
。

nu
一
工
イ
ス
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
る
と

i
Eす
ぐ
発
病
す
る
の
?

A
一
ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
人
つ
で
も
、

1
1す
ぐ
に
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ふ
つ
う
、
数
か
月
か
ら
五
年

く
ら
い
、
ほ
と
ん
ど
症
状
の
な
い
潜
伏

期
聞
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
体
の
中
に
入
っ
た
か
ど

う
か
は
、
感
染
後
、
約
八
週
間
た
て
ば

血
液
検
査
(
抗
体
検
査
)
で
判
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

母
一
潜
伏
期
聞
が
す
ぎ
る
と
、
ど
ん
な

!
i
症
状
が
記
き
る
の
?

A
一
つ
ぎ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
自
覚

i
i症
状
が
で
で
き
ま
す
。

@
発
品
目
…
畢
急
速
な
体
重
の
低
下
骨
く
び

筋
や
脇
の
下
、
あ
る
い
は
そ
径
部
(
足

の
つ
け
ね
)
に
グ
リ
グ
リ
が
で
き
る
(
リ

ン
パ
線
が
は
れ
る
)
串
異
状
に
疲
れ
や

す
い
嘩
原
因
不
明
の
下
痢
が
続
く

こ
う
し
た
比
較
的
軽
い
症
状
が
さ
ら

に
進
ん
で
、
体
の
免
疫
機
能
が
低
下
し

て
く
る
と
、
細
菌
や
カ
ビ
、
原
虫
な
ど

が
体
内
で
あ
ば
れ
だ
し
、
通
常
か
か
ら

な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
起
こ
し
ま

す。
代
表
的
な
症
状
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

申
呼
吸
困
難
と
な
る
(
カ
リ
ニ
肺
炎
)

申
食
べ
物
が
の
ど
を
通
ら
な
い
(
カ
ン

ジ
タ
性
食
道
炎
)
唖
皮
膚
に
が
ん
の
一

種
の
で
き
も
の
が
で
き
る
(
カ
ボ
ジ
肉

腫
)
骨
記
憶
力
が
低
下
す
る

そ
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
効
薬
は

な
く
、
発
病
す
る
と
三
年
で
、
四
人
の

う
ち
三
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

工
イ
ズ
基
礎
知
識
2

ど
う
し
て
う
つ
る
の
で
す
か

担
お
風
車
ト
イ
レ
、
プ

1
ル
で
も
、

工
イ
ス
は
簡
単
に
う
つ
る
の
?

A一
ま
ず
基
本
的
に
い
え
る
こ
と
は

i
l
u
「
傷
つ
い
た
皮
膚
や
粘
膜
に
、
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
人
の
血
液

や
精
液
が
つ
く
こ
と
で
う
つ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
ふ
つ
う
の
日
常
生
活
の
中

で
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
う
つ
り
ま
せ

ん
。
咳
ゃ
く
し
ゃ
み
、
あ
る
い
は
お
し

ゃ
べ
り
や
握
手
な
ど
で
う
つ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
お
風
呂
や
ト
イ
レ
、

フ
1

ル
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
も
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
力
は

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
よ
り
弱
く
、

B
型
肝
炎
が
共
同
浴
場
で
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
に
う
つ
っ
た
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
ま
ず
感
染
す
る
可
能
性
は

あ
り
ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
基
礎
知
識
3

ど
ん
な
予
院
法
が
有
効
で
す
か

閣
不
特
定
多
数
と
の
性
的
接
触
は
避
け
、

と
く
に
相
手
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

男
性
同
性
愛
者
や
静
脈
注
射
な
ど
に

よ
る
薬
物
乱
用
者
、
エ
イ
ズ
多
発
国
の

人
、
売
春
行
為
を
し
て
い
る
人
、
な
ど

に
は
注
意
を
。

圃
血
液
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
で
感

染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
心

配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
念

の
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
衛
生
的
な
生

活
習
慣
を
心
が
け
て
お
れ
ば
、
エ
イ
ズ

以
外
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
も
役

立
ち
ま
す
。

O
体
や
衣
服
が
血
液
で
よ
ご
れ
た
ら
(
自

分
、
他
人
を
問
わ
ず
)
、
な
る
べ
く
早
く

洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

O
カ
ミ
ソ
リ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、

ク
シ
な
ど
の
日
用
品
は
自
分
専
用
の
も

の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

O
注
射
針
な
ど
血
液
が
つ
い
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
も
の
に
は
、
触
ら
な
い
よ

ト

7
に
し
ま
し
ょ
h
7
0

一

心

配

な

方

は

一

一
保
健
所
在
、
ど
で
相
談
を
一

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
心
配
な
方
は
大
洲

保
健
所
か
、
役
場
衛
生
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
お
答

え
す
る
ほ
か
、
検
査
で
き
る
場
所
や
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は

十
分
に
守
ら
れ
ま
す
か
ら
安
心
し
て
ご

相
談
を
。
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歯
磨
き
の
目
的
は
、

食
べ
物
の
残
り
か
す

が
歯
に
つ
い
て
い
る

の
を
洗
い
落
と
す
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
歯

ぐ
き
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
こ
と
に
あ
る
以

上
、
食
後
に
は
必
ず

実
行
し
た
い
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
一

日
一
回
歯
を
磨
い
て
い
る
人
の
多
く
は
、

洗
顔
の
時
に
つ
い
で
に
行
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
で
は
歯
を
磨
い
て
い
る
と

い
う
よ
り
は
、
食
事
の
前
に
牙
を
研
い

で
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん。

食
後
の
歯
磨
き
で

砂
快
感
。
を

朝
食
の
後
に
は
、
も
う
一
度
洗
面
所

で
歯
を
磨
く
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
こ
の
習
慣
は
、
一
度
つ
い
て

し
ま
う
と
、
ど
ん
な
場
合
で
も
「
気
持

ち
が
よ
い
」
も
の
で
す
か
ら
、
か
え
っ

て
実
行
は
容
易
で
す
。
し
か
し
、
ご
の

快
感
を
経
験
す
る
ま
で
は
、
あ
る
い
は

習
慣
化
す
る
ま
で
は
、
歯
磨
き
を
洗
顔

の
時
以
外
に
実
行
す
る
の
は
な
か
な
か

画国国今日も元気で

難
し
い
よ
う
で
す
o

e
水
が
し
み
る
。

は
要
注
意

に
つ
い
て
反
省
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

偏
っ
た
食
事
を
取
っ
た
り
、
ま
た
お
酒

の
飲
み
過
ぎ
と
か
、
そ
の
た
め
に
夜
遅

く
ま
で
起
き
て
い
た
な
ど
が
原
因
と
な

り
ま
す
。

ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、
歯
ぐ

き
の
色
と
か
肉
づ
き
、
そ
し
て
口
の
中

の
状
態
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
観

察
で
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
異
常
」

こ
の
歯
磨
き
も
大
変
重
要
な
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
な
の
で
す
。

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
た
り
、
あ
る
い

は
膿
が
出
た
り
と
い
っ
た
重
症
な
段
階

は
、
冷
た
い
水
で
「
し
み
る
」
よ
う
な

感
じ
が
し
て
い
た
の

を
放
置
し
た
結
果
な
鶴
議
臨

の

で

す

。

こ

の

段

階

翠

ス

カ

ッ

と

し

な

け

れ

ば

で

治

療

を

受

け

て

お

離

盤

工

工

仕

事

室

主

》

5
2
7

け

ば

、

歯

医

者

通

い

関

越

当

主

撞

犀

G
B
空
を

に
何
回
も
行
く
こ
と
議
穣
噌

は
な
く
、
精
々
三
回

く
ら
い
ま
で
で
簡
単
に
虫
歯
は
完
治
し
に
気
づ
く
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま

す

。

そ

し

て

そ

れ

ら

の

状

態

が

前

日

の

生

活

ま
た
歯
磨
き
の
時
に
吐
き
気
が
し
た
と
微
妙
に
関
連
し
て
い
る
事
実
を
知
る

り
、
い
つ
ま
で
歯
を
磨
い
て
も
口
の
中
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が

ス

カ

ッ

と

し

な

い

、

ノ

プ

シ

)

と

い

う

の

は

大

切

な

づ

宅

7

チ
エ

y
ク
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に

は
、
朝
食
の
内
容
と

か
睡
眠
、
あ
る
い
は

昨
日
の
食
生
活
全
体

ザ
古
労
し
て

治
療
す
る
よ
り

ま
ず
予
防

成
人
病
は
習
慣
病
と
一
言
わ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
の
悪
い
習
慣
が
、
成
人
病
を

発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

食
塩
の
取
り
過
ぎ
、
た
ん
ぱ
く
質
の
不

足
、
ス
ト
レ
ス
が
脳
卒
中
の
、
ま
た
、

動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
、
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
が
虚
血
性
心
疾
患
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
(
危

険
因
子
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
す
。

が
ん
で
も
、
食
塩
が
胃
が
ん
の
、
脂

肪
が
大
腸
が
ん
の
、
酒
が
肝
臓
の
、
喫

煙
が
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
因
子
の
除
去
が
健
康

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
聞
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

0

6
月
7
日
岡
田
医
院
宮
@
0
6
3
9

0

6
月
H
日
菊
地
医
院
宮
@
0
2
0
9

0

6
月
幻
自
門
屋
医
院
宮
@
0
2
0
2

0

6
月
出
白
石
村
病
院
宮
⑫
0
2
7
5

乳

児

健

診

0

6
月

口

日

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
7
月、

日
月
、
位
年
1
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

…
成
人
病
検
診
…

0

6
月
4
日

白

滝

公

民

館

午

前

日

時
か
ら
日
時
回
分
、
午
後
1
時
か
ら
2

時
回
分

0

6
月
5
日
沖
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
午
前
日
時
か
ら
日
時
却
分
、

午
後
1
時
か
ら
2
時
叩
分

。6
月
8
日

町

体

育

館

午

前

9
時

叩
分
か
ら
日
時
叩
分
、
午
後
1
時
か
ら

3
時

0

6
月
日
日

町
体
育
館

午
前
9
時

診
査
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と

な
ら
ん
で
、
が
ん
予
防
の
重
要
な
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う

に
種
類
が
多
く
、
内
容
も
病
気
ご
と
に

異
り
ま
す
が
、
要
は
食
事
を
中
心
と
し

て
、
ぞ
れ
に
酒
、
煙
草
、
運
動
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
加
わ
っ
た
も
の
で
、
健
康

づ
く
り
の
三
原
則
で
あ
る
栄
養
、
運
動
、

叩
分
か
ら
日
時
却
分
、
午
後
1
時
か
ら

3
時

0

6
月
お
日
大
和
公
民
館
午
前
日

時
か
ら
日
時
加
分
、
午
後
1
時
か
ら
2

時
叩
分。6

月
却
日
柴
公
民
館
午
前
日
時

か
ら
日
時
却
分
今
坊
隣
保
館
午
後

1
時
叩
分
か
ら
3
時

母

親

学

級

…

0

6
月
3
日

町

体

育

館

午

前

9
時

却
分
か
ら
日
時
却
分
(
赤
ち
ゃ
ん
の
扱

い
方
)

0

6
月

日

日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分
か
ら
日
時
加
分
(
妊
娠
中
の
歯
の

衛
生
と
保
健
)

0

6
月

四

日

町

体

育

館

午

前

9
時

却
分
か
ら
日
時
叩
分
(
お
産
の
経
過
と

補
助
動
作
)

0

6
月

払

日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分
か
ら
日
時
加
分
(
産
後
の
保
健
と

家
族
計
画
)

不
用
犬
買
い
上
げ
日
…

0

6
月
お
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
。
買
い

上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
※
印
鑑
を

必
ず
持
参
し
て
下
だ
さ
い
。

休
養
を
忠
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
す
な

わ
ち
成
人
病
の
予
防
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
J
-
J
・
ル
ソ
ー

が
「
我
々
の
最
大
の
災
害
は
我
々
自
身

よ
り
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
健
康
ゃ
つ

く
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
あ
な
た
の
寿
命

を
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な

い
で
し
ょ
う
。
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お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝
う

ー
花
ま
つ
り
i

八
ブ
坊
の
玄
光
寺
(
久
保
常
治
住
職
)
で
五
月
八
日
、
花

ま
つ
り
の
行
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
旧
歴
四
月
八
日
の

釈
迦
(
し
や
か
)
の
生
誕
を
祝
う
潅
仏
会
(
か
ん
ぷ
つ
え
)

の
儀
式
の
ご
と

で
、
甘
茶
が
使

わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
江

戸
時
代
か
ら
と

い
う
こ
と
、
当

日
は
約
百
五
十

人
の
参
拝
者
が

訪
れ
た
。

ルポ。麗水害に舗えて

五
月
七
日
、
町
体
育
館
で
長
浜
町
森
林
組
合

hW}
副
主
催
の
臼
ρ

長
浜
し
い
た
け
祭
り
、
及
び
第
十

ム
人
ゆ
三
回
長
浜
町
し
い
た
け
共
進
会
が
行
わ
れ
、
中

拡
暗
島
正
一
さ
ん
ら
三
十
四
人
の
入
賞
者
、
が
表
彰
さ

費

出

れ

た

。

巾

日

勺

ま

た

当

、W
J
l
p
L
V

少
」
し

H
は
、
乾

興

~

し

い

た

け

振

展

示

会

、

産

し

い

た

け

・

生

花

木

即

売

会
な
ど
も

行
な
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
賑
っ
た
。

一

毎

年

六

月

か

ら

9

月

頃

一

に

か

け

て

は

、

豪

雨

や

台

一

風

に

よ

っ

て

全

国

各

地

で

一

大

き

な

被

害

を

受

け

て

い

一

ま

す

。

一

急

傾

斜

地

の

多

い

長

浜

十

町

で

も

、

い

っ

た

ん

雨

が

一

降

り

始

め

る

と

土

砂

崩

れ

十

な

ど

の

災

害

が

予

測

さ

れ

一

ま

す

。

し

か

し

、

事

前

に

一

し

っ

か

り

と

し

た

準

備

を

一

し

て

わ

け

ば

被

害

を

少

な

一

山

く

す

る

事

が

で

き

ま

す

。

一
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。
も

一
う
一
度
家
庭
で
の
風
水
害
対
策
に
つ
い

一
て
考
え
で
み
ま
し
ょ
う
。

♂

一

一

寸

|
|
l
i
l
i
-
-
-
-
-

ご

二

3
日
頃
の
点
検

k
u口
口
口
口
口
円
一

U
口
一
「
い
川
川
川

H
げ
1

7

一

パH
U
F
4
F
F

町

一

一

闇

強

風

で

飛

ば

さ

れ

る

よ

う

な

戸

や

看

出

一

板

は

な

い

か

。

一
圃
排
水
路
に
ゴ
ミ
や
泥
な
ど
が
つ
ま
っ

一
て
い
な
い
か
。

一
圃
石
垣
や
山
肌
に
亀
裂
は
な
い
か
。

一
園
斜
面
に
水
の
流
れ
出
て
い
る
よ
う
な

…
所
は
な
い
か
。

一
※
我
が
家
の
ま
わ
り
を
も
う
一
度
よ
く

一
調
べ
、
危
険
な
所
は
早
め
に
重
し

一
て
む
き
ま
し
ょ
う
。

J 口口口口口口仁二口口口己口口口

ー
口
円
一
一
J

|

己
口
口
口
口
[

早
期
消
火
の
た
め
に

5
出
海
地
区
で
防
火
教
室

3

四
月
十
日
、
出
海

地
区
で
消
火
栓
及
び

消
火
器
の
取
扱
い
訓

練
が
、
河
井
分
団
長

は
ビ
め
出
海
地
区
の

消
防
団
員
と
、
消
防

長
浜
支
署
職
員
の
指

導
で
-
般
住
民
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
た
。

約
七
十
人
の
-
般
作

民
が
参
加
し
四
か
所

に
別
れ
て
実
施
し
た

も
の
で
、
実
戦
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
行
わ

れ
た
。

口口[_I[_l iJ [-I己口口口口口口口口

五
月
十
六
日
、

庁
舎
前
で
柴
小
学

校
の
全
校
生
徒
一
一
一

十
四
人
の
子
に
よ

り
、
サ
ル
ビ
ア
(

山
中
高
光
さ
ん
寄

贈
)
の
甫
植
え
が

行
わ
れ
た
ο

ニ
れ

は
奉
仕
出
動
の
一

策
と
し
咋
半
か
ら

}一

-

f

ノ

l

i

行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
子
供
た
ち

は
即
を
お
L
な
が

ら
も
楽
し
そ
う
に

苗
を
植
え
て
い
た
。

庁
舎
前
を
華
や
か
に

1
柴
小
学
校

5

い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に

関
非
常
山
品
と
し
て
次
の
よ
う
な
物
を

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
準
備

し
て
お
く
。

O
非
常
刑
食
料
、
飲
料
水

O
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯

O
医
薬
品
類
。
貴
重
品

-
家
族
の
安
全
な
避
難
場
所
、
避
難
経

路
を
決
め
て
お
く
。

-
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
・
一
7

ジ
寸
な
ど
の

気
象
情
報
に
関
心
を
持
ち
、
大
雨
の

時
な
ど
は
十
分
注
意
す
る
。

※
家
の
周
囲
の
様
子
に
注
意
し
、
変
だ

と
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
災
害
が

t

起
こ
っ
た
ら

圏
L
U

年
寄
り
ゃ
チ
供
・
身
体
の
不
自
由

な
人
は
早
め
に
避
難
き
せ
で
お
く

0

.
身
軽
な
服
装
で
必
要
な
物
だ
け
を
持

っ
て
避
難
す
る

0

・
火
の
始
末
を
す
る
。

風
水
害
の
ミ
二
知
識

。
降
雨
量
が
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
以
上

ま
た
は
、
降
り
始
め
て
か
ら
百
ミ
リ
を

起
え
た
よ
う
な
時
は
要
注
意
。
が
け
崩

れ
な
ど
が
起
こ
り
ゃ
す
い
状
態
で
す

0

0
が
け
と
い
う
と
切
り
立
っ
た
険
し
い

所
を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、
実
は
三
十

度
以
上
の
傾
斜
の
も
の
は
、
が
け
崩
れ

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

-
が
け
崩
れ
の
前
触
れ

O
斜
面
か
ら
地
下
水
が
吹
き
出
す
り

O
斜
面
の
上
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生

す
る
。

O
落
石
が
あ
る
9

。
上
石
流
は
、
谷
か
ら
土
砂
と
水
が
一

気
に
流
出
し
て
く
る
現
象
で
、
多
く
の

場
合
、
あ
る
程
度
以
上
事
前
に
雨
量
が
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あ
っ
て
、
斜
面
・
谷
底
の
土
砂
が
水
を

含
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
強
げ
い
雨
が
降
る
時

に
発
生
し
ま
す
。

土
石
流
は
、
多
く
の
場
合
毎
秒
十
メ

ー
ト
ル
以
上
の
高
速
で
流
れ
て
く
る
の

で
、
流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は

追
い
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
避
難
す

る
時
に
は
、
流
れ
と
直
角
の
方
向
に
避

難
す
る
の
が
鉄
則
で
す
。

盛
土
石
流
の
前
触
れ

O
異
市
な
音
・
臭
い
が
す
る

0

0
谷
の
水
が
急
に
減
る
。

。
本
が
急
に
濁
る
。

げ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
危
険
を
感
じ
た

ら
、
小
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
一
番
。

笠丞丞妻翠留緩義析でマデーーーーー一言ヨ圃盛塵重量屡冨翠

電
波
は
正
し
く

使
け
ま
し
ょ
う

一
電
捜
法
違
反
防
止
旬
間

郵
政
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
し
八
月

十
日
ま
で
を
、
「
電
波
法
違
反
防
止
旬
間
」

と
定
め
、
不
法
無
線
局
に
対
し
て
厳
正

な
取
締
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

。
一
小
松
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線

O
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民
ラ
ジ
オ

O
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
へ
不
法
自
動

卓
電
話
)

な
ど
、
不
法
無
線
局
を
開
設
し
た
り
、

E乏民 ι-ー卓越W{;T'園田スポーツ@募集 E 瑠

子
供
相
撲
大
会

石
堂
く
ん
ら
優
勝

ナた白
。ち分

ーで
人r:'i 

ノ¥
アJ

人の
が命
Jじ、 カず

控ト守
けれ
たる
いよ
もう
の、

で、 イ目、

ミ、
土
砂
災
害
防
止
月
間

(
六
月
一

H
か
ら
三
十
日

通
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法
違
反
と

し
て
、
一
年
以
下
の
懲
没
ま
た
は
二
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

電
波
は
、
限
り
あ
る
大
切
な
資
源
で

す
。
電
波
法
令
に
従
い
、
無
線
機
は
免

許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
号
。

会副一一一一一一両

日一
J

へ一，
X
て一.べ山一一一一山口日

一今一

μτ
砕い…………一弘…

m

A
一
日
!
機
雷

四
月
二
十
四
日
、
白
滝
の
小
野
地
蔵

特
設
土
俵
で
、
第
五
同
小
肝
地
蔵
祭
り

子
供
旧
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
白
滝
小
、

柴
小
、
成
川
小
の
三
年
生
以
上
の
児
童

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
む
り
。

一
一
一
一
年
生
一
①
石
堂
真
悟
(
戒
川
)
①

徳
山
真
也
(
柴
)
③
能
…
肝
徹
(
白
滝
)

一
四
年
生
]
①
上
杉
折
口
生
(
白
滝
)
②

中
野
朝
則
(
白
滝
)
③
岡
花
真
一
(
喋
-

一
五
年
生
}
①
上
野
雅
量
(
白
滝
)
②

丸
田
光
一
(
戒
川
)
③
徳
山
雄
一
(
柴
)

一
六
年
生
}
街
中
嶋
博
文
(
柴
)
一
叫
一
竹

内
義
明
(
戒
川
)
③
西
白
聡
(
柴
)

j人;

;抜;

{
=
一
年
生
一
山
本
次
郎
(
成
川
)
小
西

賢
(
柴
)

一
四
年
生
}
清
水
裕
介
(
柴
)
上
杉
哲

生
(
白
滝
)

一
五
年
生
}
矢
野
純
治
(
戒
川
)
丸
田

光
↓
(
戒
川
)

一
六
年
生
一
竹
内
義
明
(
戒
川
)
岩
川

正
己
(
白
滝
)

:五:

j人:

j抜;

一
一
一
一
年
生
}
熊
野
徹
(
白
滝
)

一
四
年
生
}
中
野
朝
則
(
白
滝
)

{
五
年
生
一
上
野
雅
量
へ
円
滝
)

一
六
年
生
一
中
嶋
博
文
(
紫
)

警
察
官
募
集

愛
媛
県
警
察
で
は
、
次
の
要
領
で
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。

一
受
付
期
闘
]
昭
和
白
年
6
月
中
旬
か

ら
7
月
中
旬
ま
で

一
試
験
日
}
昭
和
白
年
8
月
2
日

{
受
験
資
格
}
昭
和
田
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
訓
年
4
月
1
日
の
問
に
生
堂
れ

た
男
子
で
四
年
生
大
学
を
卒
業
し
た
者

一
そ
の
他
一
詳
し
く
は
、
大
洲
警
察
署

(
密
封

1
2
1
7
5
)
ま
た
は
、
お
近

く
の
派
出
所
、
駐
在
所
に
む
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

h 
h 

次
代
の
農
業

経
営
者
の
た
め
に

米
国
派
遣
農
業
研
修
生
募
集

農
業
研
修
生
派
米
協
会
で
は
、
農
村

青
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
派
米
農

業
研
修
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。

{
募
集
人
員
}
全
国
か
ら
二
百
名

{
募
集
期
間
一
昭
和
臼
年
5
月
1
日
か

ら
昭
和
白
年
7
月
末
日
ま
で

一
派
遣
期
間
}
二
か
月

{
応
募
資
格
}
高
卒
以
上
の
者
、
あ
る

け
は
農
業
者
教
育
施
設
、
知
大
、
大
学

の
最
終
学
年
の
者
で
、
渡
米
時
に
四
歳

か
ら
刈
一
歳
ま
で
の
男
子
。
現
在
農
業
に

従
事
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
、
将
来
従
事

し
よ
う
と
す
る
者
。

一
必
要
経
費
一
二
年
間
に
必
要
と
す
る

経
費
(
往
復
旅
費
、
学
習
費
、
生
活
費

等
)
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
場
実
習
の
報

酬
で
賄
え
ま
す
が
、
そ
の
不
足
額
十
万

円
は
県
費
等
に
よ
る
助
成
金
に
よ
り
ま

す
。
但
し
、
助
成
の
無
い
場
合
は
自
己

負
何
と
ま
り
ま
す
。

{
米
国
大
学
学
習
単
位
の
附
与
と
卒
業

資
格
の
授
与
一
滞
米
研
修
修
f
者
に
は
、

学
課
附
修
の
各
大
学
か
ら
合
計
六
十
単

位
が
附
与
さ
れ
る
他
、
各
道
府
県
立
農

業
大
学
校
一
戸
一
今
年
制
)
等
卒
業
者
に
法

仔
メ
ケ
・
ベ
ン
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大

学
の
卒
業
資
格
が
う
え
ら
れ
ま
す
〉

一
そ
の
他
}
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ

せ
ば
愛
媛
県
庁
農
林
水
産
部
農
業
指
導

課
愈

0
8
9
9
4
1
2
1
1
1
ま
で
。

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー

通
尚
産
業
省
で
は
、
仁
業
統
計
調
査

の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
全
国
の

製
造
業
を
営
む
事
業
所
向
け
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す。一
応
募
作
品
内
容
}
応
募
作
品
は
、
製

造
業
を
営
む
事
業
所
が
工
業
統
計
調
査

及
び
工
業
実
態
基
本
調
査
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
そ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
内

容
の
も
の
で
か
つ
未
発
表
の
も
の
。

一
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
一
用
紙
の
大
き
さ

縦
回
セ
ン
チ
灯
、
横
山
悩
セ
ン
チ

M
で
縦

長
に
使
用
。
使
用
す
る
色
は
四
色
以
内

(
白
は
一
色
と
数
え
ま
せ
ん
)
。
図
案
に

は
「
通
商
産
業
省
」
「
工
業
統
計
調
査
」

「
昭
和
白
年
口
月
白
日
の
文
字
を
必

ず
入
れ
、
写
真
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ポ
ス
タ
ー
の
裏
前
に
は
、
「
佳
所
、

氏
名
、
職
業
(
治
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
)
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
応
募
期
間
}
昭
和
回
年
5
月
四

H
か

ら
6
月
初
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

一
応
募
先
}
〒
別
松
山
市
一
番
町
四
丁

目
同
の
二
愛
媛
県
地

b
振
興
部
統
計

調
査
課

{
入
選
者
の
発
表
及
び
賞
状
の
授
与
等
}

入
選
者
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
「
通
産
省
公
報
」
に
掲
載
し
、
八
月
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末
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
と
と
も
に

「
通
産
統
計
だ
よ
り
」
(
十
月
一
日
付
)

を
通
じ
て
公
表
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
一

名
通
商
産
業
大
臣
賞
状
(
副
賞
十
万

円
)
優
秀
賞
二
名
調
査
統
計
部
長
賞

状
(
副
賞
三
万
円
)
優
良
賞
若
干
名

調
査
統
計
部
長
賞
状
(
副
賞
記
念
品
)

(有)岸本印刷印刷(毎月 1日発行)

お
知
ら
せ

長
浜
町
立
図
書
館

五
月
七
日
同
か
ら
オ
ー
プ
ン

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
図
書
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
個
人
で
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開

館

時

間

午
前
九
時
一
一
一
十
分
か
ら
午
後
五
時

開

館

日

毎
週
火
、
木
、
士
、
第
一
日
曜
日

休

館

日

毎
週
月
、
水
、
金
、
第
一
を
除
く
日
曜

日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
(
十
一
一
月
一
-

十
七
日
か
ら
一
月
四
日
)

貸
出
し
手
続

図
書
貸
出
登
録
カ

l
ド
を
出
し
て
頂
く

昭和62年 6月1日発行昭和62年6月号広報ながはま

グ f回グf周のだ
ル入賞。ル入費受け
1 ;出!1-;出付で
プ:1しプ;しに O

白:i期;出:冊号写
f本;間!f本 j数ます

すよ
」三カ

構; 1 
か ; 11)乙 i ド
月 十 人 三 は
以 日 数 冊 図
内以以以 書
内内内 館

寄
付
探
舶

昭
和
六
十
一
年
度
喜
多
灘
保
育
所
母

のム
E

・E

・
コ
ピ

I
機
を
喜
多
灘
保
育
所
へ
。

φ)1語住

所

¥

今

坊

/

櫛

生

¥

白

滝

/
松
山
市

4
月
の
ト
ソ
プ
は

松
野
安
久
知
恵
美
さ
ん
の
カ

y
プ
ル

氏

名

婚

掴

嵐

時

年

齢

松

野

安

久

(

ミ

ニ

)

金
子
知
恵
美
(
一
二
五
)

鎌
旧
圭
二
(
一
一
七
)

岡
田
仁
美
(
-
一
五
)

(
一
二
六
)

(三
Q
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

下

須

戒

後

藤

忠

信

二

男

彰

交

上

老

松

新

良

典

二

女

真

亜

沙

長

浜

上

田

喜

博

三

女

有

香

豊

茂

菊

岡

禎

己

長

女

美

香

今

坊

丸

井

幸

造

長

男

俊

太

朗

櫛

生

凶

内

誠

二

女

由

希

白

滝

上

崎

俊

治

長

女

寛

恵

沖

浦

矢

野

異

一

一

朗

長

女

亜

由

美

下

須

戒

向

井

進

三

女

消

黒

田

田

淵

通

長

男

純

也

沖

浦

兵

頭

泰

晴

二

女

春

美

沖

浦

篠

原

輝

行

二

男

達

希

地域別人口@世帯数
(昭和62年4月1日現在)

大字
人 口

世帯数
男(人) 女(人) 計(人)

仁久 141 140 281 107 

長浜 1，426 1，711 3，137 1，071 

青島 40 55 95 55 

黒出 188 192 380 118 

沖浦 586 649 1，235 378 

今坊 327 365 692 18己

櫛生 395 477 872 271 

須沢 93 98 191 52 

出海 379 393 772 259 

下須戒 494 550 1，044 295 

穂積 69 75 144 39 

上老松 154 169 323 90 

豊茂 397 416 813 230 

ド1 1竜 434 541 975 358 

成川 154 148 302 89 

大越 32 23 55 16 

柴 334 344 678 200 

計 5，643 6，346 11，989 3，813 

お
く
や
み

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長
浜
門
田
経
由
明
(
七
一
二
)

櫛

生

末

贋

ス

J

コ
(
八
二
)

豊

茂

山

口

線

(

七

二

戒

川

二

宮

ミ

ツ

チ

(

四

八

)

柴

渡

漫

ト

メ

(

七

八

)

長

浜

松

尾

保

博

(

六

九

)

長

浜

尾

上

忠

蔵

(

七

二

豊

茂

谷

本

武

義

(

六

五

)

∞
一
踊
章
特
愛

E
m

乱
調
書
記
田
奮
闘
α

さ
わ
や
か
な
春
の
日
々
も
つ
か
の
間

梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
で
き
ま
し
た
。

ジ
メ
ジ
メ
す
る
の
は
困
り
も
の
で
す
が

明
け
れ
ば
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
今
か
ら

体
力
守
つ
く
り
に
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人口をふやしましょう

5月1日現在 盲可月との上ヒ車交

11，971人 18人減
人 口 (男 5，似 ( 1~ 人械)

女 6，336人 10人i成

刊丹干圭士 3，817世帯 4世帯増

農業立国日本になくてはな

らぬ風物詩の一つに田植があ

る。南北に長い日本では田植

の終わった地方も多い。併し

昨今の国際情勢は農民にも諸

産業の不況にも拍車をかけて

いる。特に米国の包括貿易法

案可決は輸入制限の報復を盛

り込む対日政策にほかならな

い。半導体・電気通信関係の

締め 出 し に 加 え 、日本へ米の

輸出を強要するなど日本の農

業の実態を握っていないから

である。今一つ米国は H本の

貿易黒字 1千億ドルや円高に

よるドル慕落の歯止めを考え

たのである。 6月28日は貿易

記念日だが全世界の国々が貿

易実 態 を 把 握 し 相手国のウ場

を考え国際協調の実を挙げて

欲しいものである。資源の之

しい日本の取る道は諸外国と

の協調 の 実 を 早 急に考え対処

する ほ か に 道 は ない。黒字減

らしのための内需拡大を始め、

円高是 正 の 為 の ドルの値上げ

策 も 忘 れ で は な らない。売上

税にかわる脱の問題、不況つ

づきの産業界の立て直し等々

日本のI克由ーする問題は山積し、

地方 自 治 体 に 及 ぼす影響も大

きい。六月を総点検・総反省

の月としで国民あげて希望の

湧く町作り国作りに努力しf主

主 n郷土にしよう。

帯世口人


